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貝類（内湾産） ＜新腹足目 タモトガイ科＞ 愛知県：絶滅危惧Ⅱ類 （国：リスト外） 
GASTROPODA (Inner Bay) ＜NEOGASTROPODA COLUNBELLIDAE＞ AICHI：VU （JAPAN：－） 

スミスシラゲガイ Mitrella yabei (Nomura) 

 
【選定理由】 
 本種は内湾から湾口部にかけての潮
下帯砂泥底にすむ。県内では内湾域の
潮下帯の環境は上部の干潟の破壊や浚
渫、貧酸素水塊の発生、水質汚濁など
で急速に悪化していて、この生息帯の
貝類相が著しく単純化している。本種
は三河湾湾口部、伊勢湾知多半島沖で
生貝が採集されているが、個体数は非
常に少ない（木村, 1996；木村, 2000）。
その後の調査では、2008 年に名古屋港
沖で死後間もない死殻が採集されたが、
生息が確認できない。和田ほか（1996）
では、危険とランクされている。引き
続き、絶滅の可能性が高い種であると
評価された。 
 
 
 

【形 態】 
 殻長約 10 mm の長い紡錘形の貝で、
殻底は強くくびれ、殻口は肥厚しない。
殻表は黄褐色で、不規則な褐色の縦帯
をもつ。 
 
 
 

【分布の概要】 
【県内の分布】 
 上述したように、県内潮下帯での個体数は非常に少ない。名古屋港沖、知多半島南部から伊勢湾
湾口部で死殻が採集されるが、生貝が確認できない。渥美半島から渥美外海にかけての潮下帯砂底
には近似種のシラゲガイ Mitrella lischkei (Smith)が分布する（木村, 2017）。 
【世界及び国内の分布】 
 日本、韓国（閔, 2001）。国内では三陸海岸以南から九州まで分布する。 
 

【生息地の環境／生態的特性】 
 【選定理由】の項参照。 
 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 上述したように近年生貝が採集出来ない。古い死殻が稀に採集されるのみで、危機的生息状況で
ある。 

【保全上の留意点】 
 上述したように県内潮下帯の環境を保全する。本種はアマモ場周辺で生息が確認されているので、
同様に保全することが必要であろう。 

【特記事項】 
 生息水深帯がやや深く、モニタリングが困難な事もあり、国のレッドデータブックには掲載され
ていないが、今後絶滅危惧種とすることも考慮するのが望ましい。 
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1: 名古屋市名古屋港沖(ドレッジ水深 5–15 m), 2008 年 10 月 9 日,  
2: 南知多町内海沖(ドレッジ水深 15 m), 2001 年 7 月 31 日, 
木村昭一採集 


